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◎良質米麦の出荷目標 

●一等米　100％ 

●整粒歩合80％以上確保 

●精米蛋白質含有率6.8％以下 

●仕上がり水分14.5～15.0％ 

●入れ目1％以上確保 

●全量種子更新 

●一等麦　100％ 

●低アミロ麦皆無 

●DON暫定基準値1.1ppm 

　以下でできるだけ低いこと 

●赤かび粒混入限度　0.0％ 

●異臭麦皆無 

●十分な入れ目の確保 

●全量種子更新 

◎農産物検査事業の方針 

◆公平、公正、迅速に行う。 

◆必要な技術的能力の維持・向上に努める。 

◆客観性・公平性から他部門からの影響排除。 

◆制度の適正な運営に寄与する。 

・適期を見極めた収穫で高品質米生産 
 
・お米の異品種混入（コンタミ）に気をつけま
しょう！ 
 
・平成24年産秋まき小麦初検査 
 
・第33回（平成24年度）北海道麦作共励会の
参加者・集団を募集中 
 
・全国麦作共励会年度別受賞一覧（北海道関係分） 

麦作 

稲作 

検査 

平成23年度　水稲作柄現地調査（新十津川町） 
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JAグループ北海道は一丸となって

農産物検査の信頼性確保に努めています



稲　　作 

適期を見極めた収穫で高品質米生産

地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 中央農業試験場

生産研究部 部長 竹 中 秀 行

今年の春は好天に恵まれて作業は順調に進み、その後生育も順調に推移しているようです。さ

て、稔りの秋、皆さんが丹精込めて育てた稲です。ほ場毎に適期を見極めて最良の状態で高品質

なお米を収穫して下さい。

収穫時期は米の品質に大きく影響し、遅くなると未熟粒は減りますが、立毛中の胴割れや茶米

などが増え、製品全体の品質が低下します。年次によって適期が集中することもあり、以下に示

す手順を守って的確に収穫時期を見極め、計画的に収穫しましょう。

■収穫適期判断の手順
収穫適期は次の手順で積算温度や籾の熟色

で成熟期を予測した上で、必ず試し刈りをし

て玄米を見て判定しましょう。

１．積算温度で成熟期予測
出穂期以降の日平均気温の積算値が９５０℃

に達する日を成熟期とします。品種や籾数の

多少によって異なります。この日から一週間

後が収穫適期の目安と考えますが、あくまで

も予想としてとらえます。

２．籾の熟色による成熟期判定
予測した成熟期が近づいたら、好天日に１

株あたりの黄化籾の割合を目視で確認します。

成熟期とは全籾の９０％が黄化し、完熟籾と

なった日です。完熟籾かどうかは籾の付け根

にある護頴（ごえい）が黄色になっているこ

とで判断します。見る時は太陽を背にして見

ます。逆光では色の判断を誤ります。籾の裏

側も忘れずに確認します。

３．試し刈りをして玄米による収穫
適期判定
積算温度や籾の熟色による判定で成熟期が

近づいたら、試し刈りして玄米にし、整粒歩

合で収穫適期かどうかを判断します。試し刈

りではほ場の中で中庸な稲株を５株ほど刈り

取りますが、ば
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。これを生脱穀して、

乾燥してからもみすりし、篩を通して整粒歩

合を確認します。適期の確認はほ場ごとに行

います。整粒歩合が７０％以上となれば収穫適

期です。登熟は１日に２～３％進みますが、

気象によって変化しますので、あくまでも目

安として下さい。

以下の図を参考にして下さい。

北海道 米 麦 改 良第８５号 1２０１２．９



■収穫作業の注意点
１．ほ場内で倒伏しているところ、登熟が
遅れているところの稲は別刈りしましょう。

その他の稲と一緒にすることで品質低下を

招くおそれがあります。褐変穂やいもち病

発生のあった場所も同様です。収穫した生

籾は速やかに乾燥機にかけましょう。生籾

のまま長時間放置すると玄米が変色します。

２．収穫前にほ場毎の作付け品種を再確認
し、異品種混入を避けましょう。コンバイ

ンは品種が切り替わる時はよく清掃しま

しょう。おなじ機械で小麦を刈り取った場

合はいうまでもありません。また、刈り取

りの時、泥や石などが入らないよう注意し

ましょう。

■乾燥調製における留意点
玄米水分が１４．５～１５．０％になるよう均一に

仕上げます。粒毎の水分を均一に仕上げるた

めには二段乾燥を勧めます。二段乾燥は籾の

水分ムラを少なくし、乾燥後の玄米水分の戻

りを防ぐことができます。また、乾燥に由来

する胴割れの減少、過乾燥の防止、総乾燥時

間の短縮、灯油消費量の低減などのメリット

もあります。ただし、半乾の状態は貯蔵に適

した水分ではありませんので、半乾のまま何

日も無通風で貯留することは品質を保持する

上で危険なので避けます。乾燥中は乾燥機の

水分計を目安に水分をチェックしますが、仕

上げ水分の測定は米麦水分計を使って青米を

除いて玄米で行い、整粒が過乾になるのを避

けます。

乾燥初期は籾水分が高いので、品質低下を

考慮して高温乾燥を避けます。籾水分が２５％

以上なら、熱風温度４０℃以下で乾燥させ、２５％

以下になってから通常の熱風温度で乾燥させ

ましょう。

乾燥機もコンバインと同様に品種が切り替

わる前には丁寧に清掃して異品種の混入を避

けましょう。

乾燥機は使用前に整備して不完全燃焼のな

いようにし、乾燥機の表示水分計だけに頼ら

ず、仕上げ水分をチェックするなど、適切な

使用を心がけ、異臭クレームの発生を防ぎま

しょう。

■調製作業
粒厚選別だけでは腹白米や着色粒は除去で

きません。粒厚選別機と色彩選別機を組合せ

た選別技術を用いることで、さらに歩留まり

と整粒割合が向上します。これは従来よりも

わずかに細い篩目で選別してから色彩選別機

にかけることにより、歩留・整粒割合を向上

させる技術です。

北海道 米 麦 改 良 第８５号2 ２０１２．９



稲　　作 

平 成 24 年 度

資 料 第 ２ 号

・ 米の販売が、品種銘柄中心となっていることや、JAS法（農林物資の規
格化及び品種表示の適正化に関する法律）の施行などにより、産地から
出荷する米穀については「表示銘柄以外の混入のない米穀」であること
が必須となっています。

・ しかし、北海道米においては、収穫作業から米穀集出荷施設搬入までの
段階で混入したと思われる異品種混入（コンタミ）事故の発生が見られ
ています。

・ 近年は、施設が大型化していることから、一旦事故が発生すると対象米
穀の数量と被害の金額がより大きくなる傾向にあるため、一層の注意が
必要となっています。

平成24年8月
北海道／道総研農業研究本部／ホクレン／北集／北海道米麦改良協会

● 北海道米の安全・安心を確保して実需者からの信頼を高めていくた
めに、産地において「異品種混入ゼロ」の出荷体制の確立を目指し
ましょう。

お米の異品種混入（コンタミ）に
気をつけましょう！

品種別管理に細心の注意を！

①異品種混入
　８%

⑨その他
　６%

⑤出庫相違
　７%

③品質
　劣化
　４%

⑦異物混入
　10%

⑧輸送事故
　31%

②品位・
　量目不足
　12%

⑥票箋等
　不備
　19%

④異臭
　３%

クレーム件数の比率（23年産） クレーム数量の比率（23年産）

①異品種混入
　39%⑥票箋等不備

　12%

⑨その他
　１%

⑤出庫
　相違
　４%

③品質
　劣化
　３%

⑦異物混入
　 7%

⑧輸送事故
　４%

②品位・
　量目不足
　20%

④異臭
　10%

平成24年6月末現在
総クレーム件数　140件
（ホクレン米穀部　取扱分）

平成24年6月末現在 
総クレーム数量　1302ｔ 
（ホクレン米穀部　取扱分） 

23年産では、異品種混入事故が
前年産より増加しており、大型
施設での事故も発生したことか
ら、数量も大きく増加した。
（22年産事故：2件・10ｔ
  ⇒23年産事故：11件・512ｔ）

事故の主な事例（原因と対策）

事　例 「収穫」・「乾燥」・「出荷」の一連の作業を家族内の複数
人員で行っていたため、取扱品種の共通認識・管理がな
されておらず、コンタミ事故を招いた。

原　因

対　策 各作業段階において、誰が見
ても品種がわかるよう、品種
名を明示するとともに、確認
を徹底しながら作業を行う。

「収穫」～「出荷」までの各作業において、品種名の表示や
確認がなされていなかった。

事　例 「播種」もしくは「移植段階」において品種の取り違え
があったが、そのまま収穫され、大型施設に出荷された
ことから大規模なコンタミ事故の発生となった。

原　因 品種名をよく確認せず、播種作業・移植作業を行ってい
た。

対　策 コンタミ防止は種子予惜作業時から行わなければなら
ないことを認識し、「播種」「育苗」「移植時」にも品種
名を確認の上、作業を取り
進め、出荷時においても、
種子購入量・播種量・作付
面積・収穫量の突合・確認
を行う。

播種・育苗・移植段階での取り違えその2

事故の主な事例（原因と対策）

作業段階での確認不足その1

事　例 収穫された籾・玄米を施設に出荷するにあたって、生産
者が輸送業者に作業を委託したが、施設搬入の際、品種
の取り違えがあり、コンタミ事故が発生した。

原　因 生産者・輸送業者・施設担当者それぞれにおいて、品種
名の確認を徹底していなかった。

対　策 施設出荷にあたっても品種
名を明示し、それぞれが品種
名の確認を徹底しながら作
業にあたる。

施設出荷・搬入時の品種取り違えその3

❶ 収穫作業開始前の準備（8月）
■　 収穫前には、コンバイン・乾燥機・籾摺機・粒選別機などの保守点検

と整備を必ず行い、 掃除機やエアーガンなどを用いて丁寧に清掃しま
しょう。　

■　 収穫作業を委託する場合は、ほ場別に立札などを設置して、品種名を
明記しましょう。

❷ 収穫作業（9月）
■　 コンバインは、品種切替時に籾が残留しやすい各搬送部の底面および
コーナー部の清掃を徹底しましょう。

　　（または、品種別に専用コンバインを設置して、共同利用しましょう。）
■　 籾の搬送機材（軽トラックを含む）は搬送1回ごとに清掃しましょう。

❸ 乾燥調製作業（9～10月）
■　 乾燥機の荷受ホッパーが床式の場合は、荷受口周辺に仕切板などを設

けましょう。

収穫～出荷期も細心の注意を払おう！

お
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■　 張込時に床に落ちた籾は、荷受ホッパーに掃き入れないで処分しまし
ょう。

■　乾燥作業の際、乾燥機には、品種名を表示しましょう。

■　 乾燥機は、乾燥前と品種切替時に、掃除機やエアーガンなどで丁寧に
清掃しましょう。

　　 特にバケットエレベーターの下部やスクリューコンベアなどの搬送部
分に籾が残留しやすいので注意しましょう。

　　（又は、品種別専用乾燥機を設置して共同利用しましょう。）

■　 乾燥籾の一時貯留庫・仕上乾燥後の保管容器（籾蔵を含む）には品種
名を表示しましょう。

■　 籾摺・粒選別機は、品種切替ごとに丁寧に清掃して、米粒が残留しな
いようにしましょう。

■　 米を包装資材に充填する際には、印刷されている品種名を確認しまし
ょう。

   ※ 収穫・乾燥・粗選別・袋詰めなどの各作業において、品種の取り違え
が多くなっていますので細心の注意を払いましょう。

❹ 出荷作業（9月～10月）

■　 原料米（生籾・半乾籾・乾籾・粗玄米）の搬送容器（フレコン・コン
テナなど）は出荷するたびに清掃しましょう。

■　 搬送容器には、必要事項（ほ場No・品種名・氏名・乾燥調製月日など）
を必ず記入しましょう。

■　 包装容器の取り違い、票せんへの品種誤記入などは、その後の精米段
階で他品種と混合する要因になるため十分に注意しましょう。

■　 農産物検査時には包装容器に氏名・品種名を荷札・カード等でも明記し、
品種の取り違えを防止しましょう。

米啓発リーフレット「お米の異品種混入（コンタミ）に気をつけましょう！」（平成２４年８月発行）

コンタミ事故が増加しています。収穫や出荷の際も十分に注意を払い作業しましょう！

北海道 米 麦 改 良第８５号 3２０１２．９



平成２４年産秋まき小麦初検査

７月３０日道内トップを切って秋まき小麦の等級検査がスタート�
２４年産の秋まき小麦の生育は、は種時期の天候不順で、は種作業が極端に遅れ、さらに空知、

石狩、上川では大雪と融雪の遅れにより湿害や冬枯れが発生し、廃耕も平年に比べ多くなりまし

た。その後、高温・小雨で経過したため、出穂期は平年並みに回復しました。春からの生育期間

が短くなったことと、は種遅れが重なり、草丈は短め、穂数は平年の８割程度と少なくなりまし

た。登熟期間も、一部の地域で干ばつの影響が強かったところを除き、好天に恵まれたことから

十分に登熟しました。

このような生育状況のなか、本年産の初検査が７月３０日 JAたきかわ（空知管内）で行われま

した。検査の内容は、秋まき小麦「きたほなみ」２８０トンで、その全量が１等（Aランク）に格

付けされました。今後、順次全道各地において米穀、豆類など、農産物の検査を実施してまいり

ます。

刈 取 日 ７月２１日（土）

検 査 日 ７月３０日（月）

検査場所 JAたきかわ 北の米蔵検査場所

銘 柄 「きたほなみ」

等 級 １等

検査数量 ２８０トン

成分内容 �
�
�
�
�
�
�
�
�

水分 ：１１．４％

容積重 ：８７０�／�
たんぱく：１０．２％

灰分 ：１．２８％

FN ：３６８／sec

検査部の品位程度統一・指導体制
本年度の検査体制は、従たる事務所９７箇所、検査場所２１３箇所、品位等検査の登録検査員８１９名、

小麦の成分分析検査員３名となっています。

検査数量は、米穀・小麦・大豆など８種類を対象に１４３万トンを計画しています。

指導体制では、全道の品位程度統一のため、本部技監４名を中心に指導的検査員である地区統

括検査員１１名とともに JAの実務責任者を核として程度統一を図ってまいります。

JA たきかわ検査場所（検査員大谷光男）

試料鑑定と全道程度統一にあたる本部技監（狩野・樋口・内海・米陀技監）
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麦　　作 

※第３２回（平成２３年度）北海道麦作共励会で最優秀賞に輝いた方々

『表彰式会場にて（平成２４年３月２日�ホテルモントレエーデルホフ札幌）』

◎ 加藤さんご夫妻（小清水町） 第１部 畑地における秋播小麦＜個人＞

◎ 水沢平誠会（美瑛町） 第１部 畑地における秋播小麦＜集団＞

左：渡辺副会長 右：矢野会長

※参加申込期日は、１０月末です。

詳細は、各地区の米麦改良協会へお問い合わせ願います。

☆推薦調書用紙（Word形式）は、ホームページからダウンロードできます。

http : //www.beibaku.net/

第３３回（平成２４年度）北海道麦作共励会の

参加者・集団を募集中
～全道の各地から優秀な事例を募集しています。

たくさんのご参加をお願いいたします。～
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麦　　作 

全国麦作共励会年度別受賞一覧（北海道関係分）

※敬称略

年 度 個 人 の 部 集 団 の 部

平成２３年 大臣賞 加藤 優（小清水町） 全農賞 水沢平誠会（美瑛町）
平成２２年 全中賞 三谷 吉一（滝川市） 出展なし
平成２１年 大臣賞 高橋 和男（津別町） 大臣賞 報徳麦作組合（美幌町）
平成２０年 協会賞 小林 博明（遠別町） 新聞賞 滝上町畑作振興会小麦生産部会（滝上町）
平成１９年 新聞賞 馬場 旭（伊達市） 全中賞 帯広大正農業協同組合（帯広市）
平成１８年 大臣賞 三上 博由（清里町） 協会賞 常呂町麦生産部会（常呂町）
平成１７年 大臣賞 竹内 峰夫（小清水町） 協会賞 水上パイロット利用組合（小清水町）
平成１６年 協会賞 宮口 孝治（足寄町） 大臣賞 朱円麦作集団（斜里町）
平成１５年 協会賞 東 康夫（新篠津村） 大臣賞 清水町秋播小麦採種組合（清水町）
平成１４年 全中賞 林 博（本別町） 新聞賞 音更種子小麦施設利用組合（音更町）
平成１３年 大臣賞 松浦 穣（池田町） 協会賞 朱円西麦作集団（斜里町）

協会賞 富永 政博（江別市）
平成１２年 全農賞 安井 圏（中富良野町） 協会賞 訓子府麦作振興会（訓子府町）
平成１１年 全中賞 水口 博光（更別村） 全農賞 来運麦作集団（斜里町）
平成１０年 大臣賞 山下 芳久（本別町） 出展なし
平成９年 大臣賞 木村 隆美（音更町） 協会賞 芽室町小麦採種組合（芽室町）
平成８年 新聞賞 中道 幸夫（追分町） 出展なし
平成７年 全中賞 大西 宣充（美瑛町） 出展なし
平成６年 全中賞 斉藤 博一（小清水町） 大臣賞 オホーツク網走農協第２４営農集団（網走市）
平成５年 全中賞 山木 忠雄（伊達市） 全農賞 松沢畑作クラブ（清水町）
平成４年 全中賞 岡谷内孝敏（芽室町） 協会賞 住吉麦作組合（音更町）
平成３年 協会賞 岡田 愛啓（浦幌町） 大臣賞 郊南麦生産組合（足寄町）
平成２年 全農賞 山 貞雄（帯広市） 大臣賞 南網走第２２営農集団（網走市）
平成１年 全中賞 寺島 勝一（美瑛町） 協会賞 清川地区麦生産組合（帯広市）
昭和６３年 全中賞 中村 和順（女満別町） 大臣賞 福野麦作生産組合（訓子府町）
昭和６２年 全中賞 火ノ川静夫（帯広市） 出展なし
昭和６１年 協会賞 高見 茂（清里町） 新聞賞 湖南第２採種小麦組合（女満別町）
昭和６０年 全中賞 小林 秀雄（芽室町） 全農賞 大和麦作組合（音更町）
昭和５９年 新聞賞 後藤 静雄（芽室町） 全中賞 基松地区小麦生産組合（帯広市）
昭和５８年 協会賞 木村 光雄（端野町） 協会賞 自協協同組合（栗沢町）
昭和５７年 協会賞 山端 鉄郎（幕別町） 全中賞 大和麦作組合（音更町）
昭和５６年 協会賞 渡辺 忠（北見市） 出展なし
昭和５５年 新聞賞 加藤 俊夫（端野町） 協会賞 下足寄太トラクター利用組合（足寄町）

大 臣 賞 ７ 回 大 臣 賞 ７ 回
表 彰 別 協 会 賞 ９ 回 協 会 賞 ９ 回

全 中 賞 １１ 回 全 中 賞 ３ 回
受賞回数 全 農 賞 ２ 回 全 農 賞 ５ 回

新 聞 賞 ４ 回 新 聞 賞 ３ 回
☆大臣賞＝農林水産大臣賞（品質改善・収量性向上等、すべての努力に対する評価）
☆協会賞＝全国米麦改良協会長賞（品質改善の努力に対する評価）
☆全中賞＝全国農業協同組合中央会長賞（収量性向上の努力に対する評価）
☆全農賞＝全国農業協同組合連合会長賞（作業性向上の努力に対する評価）
☆新聞賞＝日本農業新聞会長賞（技術改良の努力に対する評価）
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麦啓発普及資材「適期播種」（平成２４年８月発行）

ホームページでもご覧になれます。http : //www.beibaku.net/



第85号 
2012.　9

通巻　No.596

社団法人　北海道米麦改良協会 

会報誌「北海道米麦改良」はホームページでもご覧になれます。 
http://www.beibaku.net/

発行所 

社団法人　北海道米麦改良協会 
〒060－0004　札幌市中央区北4条西1丁目　共済ビル5階　TEL 011－232－6495　FAX 011－232－3673 
【業務部】E-mail  beibaku@basil.ocn.ne.jp 
【検査部】E-mail  beibaku-kensa@carrot.ocn.ne.jp

北海道米分析センター 
〒069－0365　岩見沢市上幌向町216の2　TEL 0126－26－1264　FAX 0126－26－5872 
E-mail  bun1@plum.ocn.ne.jp

http://www.beibaku.net/

◎良質米麦の出荷目標 

●一等米　100％ 

●整粒歩合80％以上確保 

●精米蛋白質含有率6.8％以下 

●仕上がり水分14.5～15.0％ 

●入れ目1％以上確保 

●全量種子更新 

●一等麦　100％ 

●低アミロ麦皆無 

●DON暫定基準値1.1ppm 

　以下でできるだけ低いこと 

●赤かび粒混入限度　0.0％ 

●異臭麦皆無 

●十分な入れ目の確保 

●全量種子更新 

◎農産物検査事業の方針 

◆公平、公正、迅速に行う。 

◆必要な技術的能力の維持・向上に努める。 

◆客観性・公平性から他部門からの影響排除。 

◆制度の適正な運営に寄与する。 

・適期を見極めた収穫で高品質米生産 
 
・お米の異品種混入（コンタミ）に気をつけま
しょう！ 
 
・平成24年産秋まき小麦初検査 
 
・第33回（平成24年度）北海道麦作共励会の
参加者・集団を募集中 
 
・全国麦作共励会年度別受賞一覧（北海道関係分） 

麦作 

稲作 

検査 

平成23年度　水稲作柄現地調査（新十津川町） 


